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１．中国語専攻の概略

　中国語専攻の教員スタッフは専任教員6名、兼任
教員4名、中国人特任教員2名から成り（非常勤講
師を除く）、専任教員は言語文化研究科と世界言語
研究センター、兼任教員は法学研究科、経済学研究
科と人間科学研究科に分属している。中国人特任教
員2名を擁するのは本専攻の誇りである。東京外国
語大学は1名に減員されて久しく、東大中文も来年
からゼロになる。160名の日本人学生に2名の中国
人教員、恥ずかしいほどの「贅沢」であるが、中文
から中国語へのシフトを見抜き、将来を見据えた大
学の慧眼と見識に感謝したい。
　学生の募集定員は40名。卒業生は様々な分野で
活躍しているが、最も典型的なケースはやはり日中
貿易の最前線に立つことである。日本国内は勿論、
中国各地で活躍する卒業生の姿が見られる。
　写真1は昨夏「2011 年北京師範大学中国語表現
能力養成プログラム」に参加した学生たちと外国語
学部同窓会北京支部の交流会の様子。写真2は中国
の大学で日本語を学ぶ学生たちとの交流の様子であ
る。

２．外側から見た中国語

　ここで言う中国語はわれわれの社会通念と一致す
る中国語、すなわち黄河流域を揺籃の地として連綿

と歴史を書き続けてきた漢民族の標準語のことであ
る。この標準語を中華人民共和国（以下、中国）で
は普通話と呼んでいる。普通話は主に元・明・清の
時代を通じて徐々に形成された一種の共通語である
官話の北方バージョン「北方官話」を前身とする。
しかし、北方官話にもさまざまな方言差が存在し、
特に発音は差異が大きい。そこで普通話は依拠する
発音を狭く絞り込み、北京方言を発音の基礎とした。
北京方言の発音に規範化という人為的な手を加えた
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ものが普通話の発音である。
　中国の域内には漢民族を含めて公称56の民族が
居住し、漢民族以外の諸民族は少数民族と呼ばれる。
民族の数と言語の数は一致せず、56の民族で80以
上の異なる言語が存在すると言われる。中国の領土
内で話されているという点から言えば、これら少数
民族の言語も立派な中国語である。漢民族の言語を
少数民族の言語と同一レベルで表現すると漢語とな
る。公的な場面で普通話を指して言うときは漢語が
用いられる。
　中国大陸の普通話に相当する言語を台湾やマレー
シア、シンガポールなどの華僑社会では華語と呼ぶ。
細かく見れば、華語と普通話には様々な差異が観察
されるが、基本的なところは共通しており、相互の
意思の伝達に大きな支障はない。筆者の経験でも、
東南アジアのシンガポールから天山山脈北麓のウル
ムチまで、普通話だけで旅行することができた。ウ
ルムチは新疆ウイグル自治区の首府でウイグル族や
カザフ族が多く居住するが、普通話の普及が著しい。
なお、新疆に入植した漢族は河南省出身者が多いと
言われる。
　中国の国土は広大である。日本の26倍ある。そ
の広い国土に、文字通り悠久の昔から数多くの民族
が興亡と融合を繰り返して現在に至っている。しか
も、封建体制の下で人口移動の少ない農耕社会が気
の遠くなるほど長期にわたって続いたため、多くの
方言が大きな差異をもって存在する。なかでも東南
部の諸方言は相互の差異が大きく、粤方言（広東省
広州など）、呉方言（江蘇省蘇州など）、　　北方言（福
建省福州など）、　　南方言（福建省廈門など）、客家
方言（広東省梅県など）、湘方言（湖南省長沙など）、
　方言（江西省南昌など）などが顕著な特徴をもっ
た方言として挙げられる。これら諸方言の差異は甚
だしく、相互の意思の疎通は困難である。一方、面
積で4分の3、人口で3分の2を占める内陸諸方言
の差異は相対的に小さく、雲南省の昆明と黒龍江省
のハルピンは3千キロも隔たっていながら、会話に
大きな支障はないと言われる。この内陸部の諸方言
を大きくまとめた呼び名が上で紹介した官話である。
このような状況は、中国が古来シルクロードなどの
陸路で世界と結ばれており、海岸線よりも内陸部の
開発が先行したことも影響していよう。現在でこそ
沿海部に大連、天津、上海、広州など大都市が点在

するが、中国の沿海部は伝統的には未開の地であっ
た。
　俗に中国五千年の文化と言われるように、中国の
文化は実に早熟である。紀元前14世紀にはもうす
でにずいぶん成熟した文字体系をもち、秦の始皇帝
による全土統一（前221）に先立つ春秋戦国時代に
すでに、諸子百家に代表される豊穣な言語文化が花
開いた。中国語はその早熟な文化とともに練り上げ
られて現在に至っている。孔子は春秋時代末期（前
552‐前479）に生き、「學而時習之不亦説乎（学び
て時に之を習う、また説〔よろこ〕ばしからずや）」
と教えた。「學而時習之」がつづまって「学習」で
ある。中国語の中には五千年にわたる中国人の生活
と文化が凝縮されて息づいている。偉大な言語と呼
ぶのに躊躇しない言語である。

３．内側から見た中国語

　中国語はシナ・チベット語族（Sino=Tibetan）に
属し、チベット語やビルマ語と近い関係にあると言
われる。もっともこれは言語の歴史的変遷と系統を
研究する比較言語学の世界における話で、現在の中
国語はチベット語やビルマ語などとはずいぶん異な
っている。
　中国語の言語学的特徴はその単音節性に集約され
る。単音節性とは、最小の音義結合体である音節が
強い独立性をもち、文字と対応する言語の基本分節
単位として成立しているということである。犬とイ
ヌ、dogを比較されたい。犬は音義併せもつ記号で
あるが、イ、ヌ、d、o、gはいずれも音のみを代表
し、意味をもたない。中国語は意味を伴う最小のレ
ベル（音節）で言語音を切り取り形にした。それが
漢字である。そして、中国語は意味や文法機能の相
違に対応する語形変化をもたない。これが、漢字が

中国語の表記システムとして
機能しうる最も大きな根拠で
ある。
　単音節性はまた声調（tone）
とも密接な関係をもち、単音
節性の高い言語は声調をもつ
傾向が強い。声調とは音節の
抑揚を変化させることによっ
て異なる概念を表わす手段で、
普通話は左図のような四つの
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声調を利用する。たとえば、包 bao、雹 bao、飽 bao、
抱 baoは声調の違いのみによって区別される。声
調をまちがえれば通じない。「史氏是時始適市視獅」
は　　　　　　　　　　　　　　　　　　と発音す
る（史氏、是の時始めて市に適〔ゆ〕き獅を視る）。
身近に中国人がいれば一度読んでもらってみてほし
い。日本語のような高低アクセントや英語のような
強弱アクセントは、単音節性とは相容れない。
　中国語は文法機能に対応する語形変化をもたず、
日本語の「てにをは」に相当する後置詞ももたない。
その結果、文法は基本的に語順と前置詞によって構
成され、語順に対する文法的負荷がきわめて高くな
っている。

４．漢字の字体の変遷

　音節文字（表意文字）である漢字の造字力と造語
力の強さは定評のあるところで、社会の変化に窮す
ることなく対応している。化学元素を例に漢字の造
字力を紹介する。化学元素を表わす字は例外なく義
符と声符からなる形声文字である。「金」も「今」
から音を取っている。義符に使われるのは金、石、水、
气の4つである。以下にあげる漢字、いくつ読める
であろうか。
　　Mg（magnesium）、　　W（wolfram）、　　Se
（selenium）、　　Te（tellurium）、　　Br（bromium）、
　N（nitrogenium）、　　Rn（radon）

　　　　　　　　　　　は「美、烏、西、帝、冬」
と同音、　　　は「嗅」と、　　　は「淡」と同音で
ある。

　漢字は次数を増やすばかり
でなく字体も変化させる。例
えば「振興」の「興」を中国
では今　　　と書く。簡体字
と呼ばれる字体である。「興」
の甲骨文は左図のように書いた。
左右 4 本の手が荷物を持ち上
げている。右側の字には「口」

が添えられているが、共同作業の音頭取りであろう
か。左右4本の手は2人の手ではなく、多くの人の
手を象徴しているのだろう。みんなで重い荷物を持
ち上げる様子は「おこす」という概念のイメージに
ふさわしい。ちなみに、手が左右2本だけになると
「共」という字になる。漢字はタイムマシーンである。
その音義と形の相関は古代人の事態把握の実態を今
に伝える。

　〔以下の文章は二年生の学生の作文（「努力をすれ
ばきっと成功するって、本当？」）を筆者が添削し
たものである。授業参観としてお読みいただければ
と思う。使用したフォントは Simhei（タイトル）
とNSimSun（本文）の簡体字で、文字コードはGB
（国家標準　　　　　　　　）である。〕


